
補正増減
内容

(補正前、
補正後)

(内訳）
・南都銀行（指定金融機関）取扱見込み件数
　25,000件

・他金融機関（指定金融機関持ち込み・経由）取扱見込み件数
　10,000件

・郵便局取扱見込み件数
　7,100件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計42,100件 455

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁一般管理費

根拠条例等 地方自治法第235条、地方自治法施行令第168条、第168条の3

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　市内の金融機関の窓口で取り扱われる公金について、本市が手
数料を負担することにより、収納業務の円滑な執行と市民の利便性
の維持を目的に実施する。

目 1 一般管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算61 財政課 （企画財政部）

補正額

所属
<61>

区分会計
<1> <2-1-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 窓口収納における公金取扱手数料

補正予算

455

　窓口収納における指定金融機関等の公金取扱手数料について
は、以前から全国地方銀行協会を始め、指定金融機関から地方行
政の円滑な執行と市民の利便性向上に資するため、事務コストに見
合う適正な公費負担の要望が出されていた。
　窓口収納における指定金融機関等の公金取扱手数料について、
県内11市では指定金融機関等へ手数料を既に支払っており、本市
が最後となっていた。
　以上のことから、県内金融機関における整合性と収納業務の円滑
な実施の観点から、窓口収納における公金取扱手数料のみ予算化
を行うものである。
　(内訳）
・窓口収納件数（見込み）
　　42,100件×＠10円×　1.08＝454,680円

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 455
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,030

H28現計
予算額

303,030

特定財源の状況

国費

県費

市債
平成28年度末の基金残高の見込み

財源の内訳（単位：千円）　後年度において財源不足を生じたときの調整財源として財政調整
基金に積み立て、財政の健全な運営に資する。
　財政調整基金積立金　300,000千円

その他

一般財源 300,000

補正額 300,000

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例

細目 1 本庁財産管理費

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　将来の財政負担に備えるため財政調整基金への積み立てを行
う。

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

所管課 61 財政課 （企画財政部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 財政調整基金積立事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-3-1> <61>

（千円）

基金名
平成28年度末
（見込み）

財政調整基金 2,085,645
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

協議会運営に要する事務経費の負担割合
　各市村　1/3

30

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁企画費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第３節　公共交通機関の充実

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　宇陀市・曽爾村・御杖村の持続可能な地域公共交通ネットワーク
の再構築（特に、路線バス奥宇陀線の維持・確保）を図るため、地域
公共交通の活性化及び再生に関する法律及び道路運送法に基づ
き、3市村が主体となり、奈良県、公共交通事業者、地域住民等と連
携して協議会を組織する。

目 4 企画費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算81 企画課 （企画財政部）

補正額

所属
<81>

区分会計
<1> <2-1-4-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 宇陀地域公共交通活性化協議会負担金

補正予算

30

　現在、奈良交通㈱が榛原駅から曽爾村役場間を運行している奥
宇陀線が、県補助金を受ける指標の収支率40％をクリアできないこ
とから、持続可能な運行を図るため、市村連携コミュニティバス等の
新たな運行形態の見直しを協議する。
【協議事項】
　①3市村の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、
    料金等に関すること。
　②市村営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する
     こと。
　③協議会の運営に関すること。
　④その他協議会が必要と認めること。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 30

- 3 -



年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-5-7> <44>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 情報セキュリティ強化対策事業

所管課 44 秘書広報情報課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　日本年金機構の個人情報流出事案を受け、総務省において設置
された「自治体情報セキュリティ対策検討チーム」によりまとめられ
た「自治体情報システム強靱性向上モデル」により、市の情報セ
キュリティの抜本的強化が求められている。本事業では、求められ
ている要件のうち、情報系ネットワーク（LGWAN＋インターネット）か
らインターネットを分割させインターネット系ネットワークを構築し、県
の「自治体情報セキュリティクラウド」への接続を行い、インターネッ
トからの脅威の遮断、情報の流出の防止等、情報セキュリティの強
化を図る。

目 5 電子計算費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

根拠条例等

細目 7
情報セキュリティ強
化対策費

その他

一般財源 49,470

補正額 49,470

備　　考

　市町村のインターネットの接続口は平成29年度から県が構築する
「自治体情報セキュリティクラウド」に集約され、より高い水準のセ
キュリティ対策が実施される。当該システムの利用にあたり、市町村
には負担金が発生する。

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

49,470

特定財源の状況

国費

県費

市債
①インターネット系システムの構築（委託料）
　　43,035千円（増）
②インターネット系端末（170台）及びプリンタ（70台）の導入（使用料
及び賃借料）
　　  2,574千円（増）
③「自治体情報セキュリティクラウド」への接続（委託料）
　　　3,861千円（増）

財源の内訳（単位：千円）　自治体情報システム強靱性向上モデルで示されている以下の対
策を行うため必要なシステムの構築を行う。
①インターネット系システムの構築
（情報系ネットワークからインターネットを分割した後の、Web閲覧や
インターネットメールの送受信、インターネット上のシステムの利用
等に用いるインターネット系システム・ネットワークの構築）
②インターネット系端末及びプリンタの導入（リース）
③「自治体情報セキュリティクラウド」への接続
（構築したインターネット系システムを県の「自治体情報セキュリティ
クラウド」に接続する。）

　今年度に県が構築する「自治体情報セキュリティクラウド」の内
容、対応するシステムの開発状況、他団体の動向等を勘案して構
築の手法を検討する必要があったため、今回補正予算を行う。
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-18-1> <44>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会保障・税番号制度導入事業

所管課 44 秘書広報情報課 （総務部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　番号制度は、行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平かつ公
正な社会を実現する社会基盤として構築され、平成28年1月から番
号の利用が開始されているところである。
　番号制度対象事務に係るシステムの改修を行い、番号制度の適
切な運用を行う。

目 18
社会保障・税番号
制度導入費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第６節　情報通信基盤の整備

根拠条例等 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

細目 1
社会保障・税番号
制度導入費

その他

一般財源 764

補正額 972

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

13,990

H28現計
予算額

14,962

特定財源の状況

国費 208

県費

市債
予防接種に係る事務に関するシステム改修費用
972千円

財源の内訳（単位：千円）　予防接種に係る事務については番号法でマイナンバーを利用する
ことが定められていたが、利用等に係る詳細な内容（データ標準レ
イアウト）が決定していなかったため、システム改修が行えなかった
ところ、データ標準レイアウトが決定したため、マイナンバー対応の
ためのシステム改修を行う。

社会保障・税番号制度システム整備費
補助金　208千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <2-1-19-9> <146>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 観光誘致促進事業（地方創生）

所管課 146 商工観光課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

①市内団体観光客誘致の為、団体旅行を実施する事業者に助成を
行う。
②近鉄榛原駅前観光案内所｢うだ観処｣において、観光案内員を配
置し、観光地のPR活動を行う。また、英語版パンフレット等の作成、
英語版SNSでの情報発信、来訪の外国人観光客受け入れの体制を
整える。
③記紀万葉推進事業を行う平成28年度においては女性を主役とし
た企画を行い、女性をターゲットにしたPRを行う。また古代米を使用
したイベント等も行う。

目 19
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興

根拠条例等 宇陀市団体旅行誘致促進事業助成金交付要綱

細目 9
地方創生総合事業
費（商工観光課）

その他

一般財源 ▲ 200

補正額 1,000

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

9,562

H28現計
予算額

10,562

特定財源の状況

国費

県費 1,200

市債
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

　宿泊バス助成金　　30,000円×10台＝300,000円
　日帰りバス助成金　10,000円×70台＝700,000円

財源の内訳（単位：千円）【団体旅行誘致促進事業助成金】
　団体（貸し切りバス1台）の構成人数が20名以上であり、市内で宿
泊又は、観光施設等を2カ所以上伴う団体旅行商品を実施する事業
者に助成を行う。
　前年までに比べ大幅に助成申請額が増加しており、観光客の誘
客に有効な当事業において、増額によるさらなる観光客の直接的な
増加を目的とするため。

　宿泊助成金　　30,000円
　日帰り助成金　10,000円

活力あふれる市町村応援補助金
1,200千円

項目 当初予算額 補正額 計

団体旅行誘致 1,100 1,000 2,100

インバウンド関連(パンフ等) 3,100

観光客誘客案内事業委託料 2,702

記紀万葉推進事業 2,660

合計 9,562 1,000 10,562
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

2,000

H28補正前
予算額

8,700

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁賦課徴収費

根拠条例等 地方税法、宇陀市税条例

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　公平かつ適正な賦課徴収事務を行う。

目 2 賦課徴収費

款 2 総務費

項 2 徴税費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算62 税務課 （企画財政部）

補正額

所属
<62>

区分会計
<1> <2-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 賦課徴収費事務（課税更正還付金）

補正予算

10,700

　平成28年度個人住民税の配当割控除、株式等譲渡所得割控除に
係る還付金額が増加したため増額補正を行う。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 2,000

節 細節 当初 補正 計

償還金、利子及び割引料 課税更正還付金 8,700 2,000 10,700

- 7 -



補正増減
内容

(補正前、
補正後)

927

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁老人福祉費

根拠条例等 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

補正事業
概要
(理由含）

地域介護・福祉空間整備推進交付金
927千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　地域における高齢者の生きがい活動や地域貢献等を支援する施
設及び設備等の整備事業の推進並びに介護ロボットの普及により
働きやすい職場環境の整備による介護従事者の確保及び介護ロ
ボット等を活用した高齢者の見守り支援の実施により介護離職の防
止に資することを目的とする。

目 3 老人福祉費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算127 介護福祉課 （健康福祉部）

補正額

所属
<127>

区分会計
<1> <3-1-3-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 地域介護・福祉空間整備推進補助金

補正予算

927

　国より地域介護・福祉空間整備推進交付金（介護ロボット等導入
支援事業特例交付金）を受け、事業所に補助金として支出する。

〇特別養護老人ホームへの補助金
見守り支援システム「眠りSCAN」を5セット導入し、安心な見守りと一
人ひとりに合わせた介護をサポートする。

・施設入所者のマットレスの下に本システム（薄いマット）を敷いて、
スイッチを入れるだけでデータが測定可能となり、入居者の状況が
パソコンや携帯端末に通知される。
・居室での「睡眠・覚醒・起き上がり・離床」がリアルタイムにわかる
ことからスタッフの少ない夜間も入居者の状況に合わせた介護・見
守りが可能。
・居室での状況が見える化されることで、スタッフの精神的負担の軽
減につながり効率的な業務が実施可能。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 927

県費

市債

その他

一般財源

（歳入）

国庫補助金 地域介護・福祉空間整備推進交付金 927

（歳出）

負担金・補助及び交付金 地域介護・福祉空間整備推進補助金 927

【単位：千円】

【単位：千円】
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,024

H28現計
予算額

3,609

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　宇陀ビジターセンターとの協定書に基づき、旧指定管理者が既に
発行した回数券等の使用に係る補填の補正を行う。

　入浴回数券　　　　　750枚×720円＝540,000円
　フィットネス回数券　 180枚×250円＝45,000円

その他

一般財源 585

補正額 585

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 宇陀市心の森「多世代交流プラザ」条例・条例施行規則

細目 20
多世代交流プラザ
管理運営費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　本市に湧出した良質豊富な温泉資源を有効活用し、住民の生涯
健康を実現するとともに、広く地域の活性化に資する事を目的とし
て、健康増施設を設置する。平成28年4月1日より宇陀ビジターセン
ター共同事業体が指定管理者となり、施設の管理運営を担ってい
る。指定管理の期間は平成33年3月31日まで。

目 9
多世代交流プラザ
管理運営費

項 1 社会福祉費

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 多世代交流プラザ管理運営費

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-9-20> <123>

(千円)

当初予算額 補正額 計

補償、補てん及び賠償金 18 585 603
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

平成27年度の実績と交付済額との差額を返還する。

351

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁児童措置費

根拠条例等 子ども・子育て支援法　　子ども・子育て支援交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　子ども・子育て支援法に規定する教育・保育給付及び地域子ども・
子育て支援事業の実施並びに事業の充実を図ることを目的とする。

目 2 児童措置費

款 3 民生費

項 2 児童福祉費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算126 こども未来課 （健康福祉部）

補正額

所属
<126>

区分会計
<1> <3-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 子ども・子育て支援交付金（国庫返還金）

補正予算

351

平成27年度子ども・子育て支援交付金　国庫返還

【内訳】

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 351

(円）

事 業 名 国庫所要額 受入済額 返還額

延長保育事業 29,000 200,000 171,000

放課後児童健全育成事業 10,781,000 10,880,000 99,000

子育て短期支援事業 0 18,000 18,000

乳児家庭全戸訪問事業 148,000 195,000 47,000

養育支援訪問事業 10,000 26,000 16,000

計 10,968,000 11,319,000 351,000
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

326

特定財源の状況

国費

県費

市債
平成27年度の実績と交付済額との差額を返還する。

財源の内訳（単位：千円）平成27年度　児童入所施設措置事業

○国庫負担金返還額

○県費負担金返還額

その他

一般財源 326

補正額 326

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

根拠条例等 児童福祉法　児童入所施設措置費等国庫負担金交付要綱　児童入所施設措置費等県費負担金交付要綱

細目 1 本庁児童措置費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

・妊産婦が、保健上必要があるにもかかわらず、経済的理由によ
り、入院助産を受けることが出来ない場合、助産施設において助産
を行う。

・児童を養育することが一時的に困難となった場合や緊急一時的に
母子を保護することが必要な場合に児童養護施設等において保護
を行う。 目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 126 こども未来課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 児童入所施設措置事業（国・県費返還金）

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-2-2-1> <126>

(円)
事 業 名 国庫所要額 受入済額 返還額

母子生活支援施設（佐保山荘） 727,053 730,887 3,834

助産施設 0 159,800 159,800

計 727,053 890,687 163,634

(円)
事 業 名 県費所要額 受入済額 返還額

母子生活支援施設（佐保山荘） 363,526 365,443 1,917

助産施設 0 159,800 159,800

計 363,526 525,243 161,717
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,023

H28補正前
予算額

37,733

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁予防費

根拠条例等 予防接種法

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　予防接種の実施によって伝染のおそれのある疾病の発生及び蔓
延を予防し、公衆衛生の向上及び増進に寄与する。

目 2 予防費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算123 健康増進課 （健康福祉部）

補正額

所属
<123>

区分会計
<1> <4-1-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 定期予防接種事業

補正予算

39,756

　厚生労働省で予防接種施行令の改正により、平成28年10月1日か
らB型肝炎ワクチンを定期の予防接種に導入することが決定した。
　B型肝炎ウィルスの感染を防ぐワクチンで、1歳までに3回の接種が
必要で、平成28年4月1日以降に出生した者が対象となり、医療機関
で接種する。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 2,023

(千円)

当初予算額 補正額 計

需用費 249 17 266

役務費 170 5 175

委託料 37,234 2,001 39,235

負担金 80 80

合計 37,733 2,023 39,756
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

2,160

特定財源の状況

国費

県費 1,080

市債

財源の内訳（単位：千円）　室生多田の最終処分場周辺環境整備の一環として、農業用水に
含まれる窒素数値を水による希釈を行い濃度を下げるにあたり、希
釈水量確保のため井戸を掘る予定であり、その予定地の水源を調
査する。

　水源調査委託料　2,160千円

奈良県地域環境支援事業補助金
1,080千円

その他

一般財源 1,080

補正額 2,160

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第１章　第１節　自然環境の保全と活用

根拠条例等

細目 1 公害対策費

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　室生における最終処分場周辺の水質汚濁防止を図り、もって健康
を保護するとともに生活環境を保全する。

目 9 公害対策費

項 1 保健衛生費

所管課 103 環境対策課 （市民環境部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 最終処分場周辺環境整備事業水源調査

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <4-1-9-1> <103>
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

委託料
　補正前　　　　　　0円
　補正後　1,296,000円

1,296

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

平成27年11月9日　弁護士と委任契約締結
着手金　864,000円

細目 1 産業企画費

根拠条例等

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　市有財産（旧伊那佐文化センター）の明渡等を求めて、株式会社
健康野菜の宇陀農園破産管財人に対して訴えをおこしていたところ
であるが、7月5日の第2回口頭弁論において和解が成立し、裁判が
完了したため、顧問弁護士に委託料を支払う。

目 8 産業企画費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算141 産業企画課 （農林商工部）

補正額

所属
<141>

区分会計
<1> <5-1-8-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 建物明渡等請求事件

補正予算

1,296

経緯

　平成27年11月 9日　弁護士と委任契約締結
　平成27年11月18日　訴状提出・受理
　平成27年12月24日　第1回口頭弁論
　平成28年 4月27日　施設明渡及び賃料相当損害金の支払いを確
認
　平成28年 6月27日　市議会において「和解について」を承認議決
　平成28年 7月 5日　第2回口頭弁論　和解成立

報酬
　1,200,000円×1.08（消費税）＝1,296,000円

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 1,296
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

【当初予算】
　35,001千円（間伐面積200ha　作業道開設5,000ｍ）

【内示額】
　47,390千円（間伐面積270ha　作業道開設7,000ｍ）

【補正額】
　12,390千円（間伐面積70ha　作業道開設2,000ｍ）

12,390

H28補正前
予算額

35,001

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 林業振興費

根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

補正事業
概要
(理由含）

美しい森林づくり基盤整備交付金
12,390千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法において、宇陀
市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、森林所有者等が実施
する取り組み（地球温暖化防止をはじめとする、森林の多面的機能
の維持増進のための森林整備事業　例：間伐・作業道開設）を支援
するため、予算の範囲内で補助金を交付する。

目 2 林業振興費

款 5 農林水産業費

項 2 林業費

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算142 農林課 （農林商工部）

補正額

所属
<142>

区分会計
<1> <5-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 美しい森林づくり基盤整備事業

補正予算

47,391

　森林所有者等が実施した森林整備（間伐・作業道開設等）に対し、
予算の範囲内で事業に係る1/2を補助する。市では、森林組合が森
林所有者の代理となって交付申請を行っている。県補助事業「木材
生産林育成事業」では、対象にならない森林整備についても施業対
象となるため、小規模山林所有者も、比較的活用しやすい補助事業
であり、この事業により、市内山林の森林整備を行うことで、森林の
持つ多面的機能の維持増進を図ることができるので、当該事業を実
施する小規模山林所有者が年々増加している。
　補正理由
　　間伐面積70ha、作業道開設2,000ｍの増加

　【平成26年度】　間伐面積102ha　作業道開設6,575ｍ
　　事業費50,202千円（国費25,101千円　所有者25,101千円）
　【平成27年度】　間伐面積129.7ha　作業道開設4.479m
　　事業費62,001千円（国費31,000千円　所有者31,001千円）

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 12,390

県費

市債

その他

一般財源
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

2,000

H28現計
予算額

3,400

特定財源の状況

国費

県費

市債
【当初予算】
　2,000千円（除伐面積14.3ha）

【計画額】
　3,400千円（除伐面積15.1ha）

【補正額】
　1,400千円（除伐面積0.8ha）

財源の内訳（単位：千円）　国立研究開発法人森林総合研究所森林整備センター奈良水源林
整備事務所と室生自治会が協議し、分収造林地の造林事業（除
伐、作業道整備）を実施する。
　造林事業経費については、森林整備センターが、全額を補助す
る。

　補正理由
　　除伐面積0.8haの増加

　【平成27年度】
　　奈良県水源林整備事務所の予算がつかなかった為、事業実績
なし。

林業費雑入　1,400千円

その他 1,400

一般財源

補正額 1,400

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等 宇陀市分収造林事業費補助金交付要綱

細目 84
分収造林育成事業
費

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　国立研究開発法人森林総合研究所森林整備センター奈良水源林
整備事務所が実施する、分収造林事業を行う団体（室生自治会）に
対し補助金を交付する。
　分収割合：森林総合研究所40％、室生自治会60％

目 2 林業振興費

項 2 林業費

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 室生分収造林育成事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-2-2-84> <142>
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1,238

　自明観光トイレへの給水引き込み工事
　分担金　　　　118,800円（税込）
　施設分担金　550,000円（税込）
　給水工事費　569,000円｛税込）

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 1,238

補正額

所属
<146>

区分会計
<1> <6-1-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 自明観光トイレ給水引き込み工事

補正予算 [第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算146 商工観光課 （農林商工部）

事業の目的

区分 区分名№　伊勢本街道横にある自明観光トイレについて、既存の井戸水が使
用不可能な状態になったため、給水工事を行い観光トイレに給水の
引き込みを行う。

目 2 観光費

款 6 商工費

項 1 商工費

備　　考

細目 1 本庁観光費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,238

H28補正前
予算額

H28現計
予算額
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-1-2-1> <606>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 廃校貸与に伴う国庫補助残存額積立金

所管課 606 教育総務課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　旧田原小学校の賃貸借に伴う「補助金等に係る予算の執行の適
正化に関する法律」による該当分を基金に積み立てる。

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律

細目 1 本庁事務局費

その他

一般財源 26,530

補正額 26,530

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

26,530

特定財源の状況

国費

県費

市債
　積立金

　　補正前　0円

　　補正後　26,529,666円

財源の内訳（単位：千円）　旧田原小学校の跡地利用により、岡村学園と賃貸借するにあたり
「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律」による該当金
額を基金へ積み立てる必要が生じたため。
　積立金は有償貸与されるものに対して算出される。

　①補助金額×処分面積÷補助面積×貸与期間÷処分制限期間
　　　＝26,529,666円
　②貸与額×貸与期間×処分面積÷補助面積×補助率
　　　＝32,433,261円

　上記、計算方法の安価な方で積み立てを行う。
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-2-1-1> <606>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 小学校　学校管理費（臨時職員賃金）

所管課 606 教育総務課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市立の6小学校（大宇陀小学校・菟田野小学校・榛原小学校・
榛原東小学校・榛原西小学校・室生小学校）に配置する講師及び校
務員をそれぞれ臨時職員として任用する。

目 1 学校管理費

項 2 小学校費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第３節　教育環境の整備・充実　

根拠条例等

細目 1 本庁小学校管理費

その他

一般財源 3,956

補正額 3,956

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

23,592

H28現計
予算額

27,548

特定財源の状況

国費

県費

市債

  臨時校務員賃金
　補正前　6,338,160円
  補正後　7,529,340円
　補正額　 1,191,180円

　臨時講師賃金(特別支援教育講師暫定加配分）
  補正前　17,253,300円
  補正後 　20,017,127円
　補正額　　2,763,827円

　　　　　　　 　計　　3,955,007円

財源の内訳（単位：千円）　臨時校務員
　　中学校から小学校への任用替による増（当初4名→5名）

　臨時講師
　　特別支援教育講師（暫定加配分）の任用による増
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

12,861

H28現計
予算額

11,203

特定財源の状況

国費

県費

市債

  臨時校務員賃金
　補正前　6,434,160円
  補正後　4,776,027円
　補正額　 ▲1,658,133円

財源の内訳（単位：千円）　臨時校務員
　　中学校から小学校への任用替による減（当初4名→3名）

その他

一般財源 ▲ 1,658

補正額 ▲ 1,658

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第３節　教育環境の整備・充実

根拠条例等

細目 1 本庁中学校管理費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市立の4中学校（大宇陀中学校・菟田野中学校・榛原中学校・
室生中学校）に配置する講師及び校務員をそれぞれ臨時職員とし
て任用する。

目 1 学校管理費

項 3 中学校費

所管課 606 教育総務課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 中学校　学校管理費（臨時職員賃金）

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-3-1-1> <606>
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,224,495

H28現計
予算額

3,224,495

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　平成28年3月議会において、宇陀市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
が可決された。
　平成27年度までは居宅介護サービス給付費で支出していた利用
定員18名以下の事業所への給付費を、平成28年度分から地域密
着型居宅サービス費に振り替える。

その他

一般財源

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

根拠条例等 介護保険法

細目

款 2 保険給付費

区分 № 区分名

事業の目的

　介護認定を受けた方が、自立した生活を営むことができるよう、必
要な介護サービスを利用した際に係る費用の9割を市町村が負担
し、生活の向上・福祉の増進を図る。

目

項 1
介護サービス等諸
費

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市介護保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 保険給付費

平成 28 年度　宇陀市介護保険事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <9> <2-1--> <127>

補正前 補正額 補正後

3,224,495 3,224,495

　　居宅介護サービス給付費 1,159,884 △ 90,000 1,069,884

　　地域密着型居宅介護サービス費 285,536 90,000 375,536

　　施設介護サービス給付費 1,622,248 1,622,248

　　福祉用具購入費 5,807 5,807

　　住宅改修費 15,564 15,564

　　ケアプラン作成料 135,451 135,451

主
な
内
訳

　　介護サービス等諸費

【単位：千円】

予算科目
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年度 会計 区分 所属
<2016> <9> <5-1-1-1> <127>

平成 28 年度　宇陀市介護保険事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 介護給付費準備基金積立金

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市介護保険事業特別会計予算

款 5 基金積立金

区分 № 区分名

事業の目的

　介護保険事業の健全な財政運営に資するため、介護給付費準備
基金への積立を行う。

目 1
介護給付費準備基金
積立金

項 1 基金積立金

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

根拠条例等 介護保険法

細目 1
介護給付費準備基金
積立金

その他 118

一般財源 78,810

補正額 78,928

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

49,171

H28現計
予算額

128,099

特定財源の状況

国費

県費

市債
　介護給付費準備基金残高

財源の内訳（単位：千円）　H27年度繰越分の基金積立を行い、基金運用を行う。

基金利子　118千円

【単位：千円】
繰越分積立 78,810
利息積立 118
合　　計 78,928

H27年度末基金残高 61,043

H28年度基金積立（当初） 49,171

H28年度基金積立（補正予算） 78,928

H28年度基金繰入（補正予算） △ 41,441

H28年度末基金残高（見込み） 147,701

【単位：千円】
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年度 会計 区分 所属
<2016> <9> <7-1-2-1> <127>

平成 28 年度　宇陀市介護保険事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 償還金

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市介護保険事業特別会計予算

款 7 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　介護保険給付費及び地域支援事業費等の精算に伴い、国・県・支
払基金への負担金の返還を行う。

目 2 償還金

項 1
償還金及び還付加
算金

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

根拠条例等 介護保険法

細目 1 償還金

その他 41,440

一般財源

補正額 41,440

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

1

H28現計
予算額

41,441

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　平成27年度分の国庫負担金・県負担金及び支払基金交付金の精
算に伴い、返還金が生じたため。

介護給付費準備基金繰入金　41,440千円

（単位：円）

金　　額

国庫負担金返還金 介護給付費負担金分　 12,459,178

支払基金交付金 介護給付費負担金分　 18,799,785

県負担金返還金　 介護給付費負担金分　 10,181,252

41,440,215

負　　担　　金　　償　　還　　金

合　　　　　　計
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